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1 部 3 円

国
民
す
べ
て
の
生
活
内
容
を
豊
か
で
充
実
し
た
も
に
し
て
ゆ
く
こ
一

と
が
政
治
の
目
的
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

-

の
よ
う
な
目
的
に
寄
与
し
よ
う
と
し
て
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
が
国
民

年
金
制
度
で
す
。

r

国
民
年
金
制
度
は
「
将
来
に
備
え
る
た
め
に
で
き
る
聞
に
予
め
あ

電
る
程
度
の
掛
金
を
し
て
お
く
、
そ
の
か
わ
り

一
朝
事
あ
れ
ば
誰
に
も

遠
慮
気
兼
ね
な
し
に
定
め
ら
れ
た
年
金
を
受
け
取
る
」
と
い
う
社
会

保
険
制
度
で
す
。
で
は
次
に
来
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
拠
出

制
の
国
民
年
金
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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人口
世帯数
人 口
出生
死 亡
婚姻
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9.361世帯
46.793人
73人
51人
43件
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市・さ・
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-つ・

寺

田

太

吉

昭
和
三
十

一
年
市

長
に
就
任
い
た
し
ま

し
て
以
来
四

ヶ
年
問
、
市
民
各
位
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
大
過
な
く

そ
の
重
責
を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す

こ
の
た
び
の
改
選
に
当
り
ま
し
て
は

無
投
票
当
選
の
光
栄
に
浴
し
得
ま
し
た

の
も
こ
れ
偏
え
に
市
民
各
位
の
絶
大
な

ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
今
後

は
新
議
会
と一

致
協
力
し
て
二
十
二
米

中
央
幹
線
道
路
を
は
じ
め
、
幾
多
懸
案

と
な
っ
て
い
ま
す
重
要
事
業
の
推
進
を

は
か
り
ま
す
と
と
も
に
、
新
た
な
抱
負

と
決
意
を
も
っ
て
市
勢
の
伸
長
と
「
住

--・田・・・・
つ
の
橋
が
か
け
か
え

ー

角

川

、

中

陳

、

東

城

橋

|

国
道
新
塩
屋
町
通
り
と
橋
場
町
通
り

を
結
ぶ
角
川
橋
は
、
昨
年
十
一
月
か
ら

工
費
五
百
六
十
万
円
で
か
け
か
え
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
橋
は
、
旧
橋
よ
り
長
さ
二
メ

ー

ト
ル
、

高
さ
五

0
セ
ン
チ
、
巾
員
六
十

セ
ン

チ
が
増
大
さ
れ
た
樋
巾
六
メ

ー
ト

ル
長
さ
二
十
七
米
、

P
S
ゲ
タ
使
用
し

た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
も
の
で

す
。な
お
橋
場
町
、
新
塩
屋
町
一
帯
の
拡

張
工
事
と
道
路
舗
装
も
で
き
、
み
ち
が

え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
市
内
小
川
寺
と
黒
部
市
中
陳

を
結
び
布
施
川
に
か
か
る
中
陳
橋
は
、

た
び
重
な
る
水
害
で
破
損
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
ん
ど
五
百
二
万
余
円
の
工
費

メで
1 で
トき
/レあ
、が

巾り
三 ま
し
六 た
メ D

l 長
ト さ
ノレ 三:
と ー|ー

し、 j¥、

写真は…上、 黒部市との経済交流に利便を与える中
陳橋 中…りっぱにできあがった角川橋

二 東 L 交う
月城まよ流り
か 1喬 Tこ う につ
らは 市 。ー ば
か吋 道 段 な
け怨 島 とも
か日 j元 利の
え 年 | 使 で
エヤ 京 を黒
事 工 城 与 部
を'二 線 え 市
千子../-. ~こ ると
つ ;ζ か この
て 二 か と 経
い三る で 済

るス l 七 にま
写半 でト十工 竣 し
束真氷あ Jレ六 事工 た
城 i 久 つ の メ賞 式が
橋 半的た吊 1 はが
永 なも 橋 ト 四 行 完
久 もの でノレ百 わ成
的のが、、五れし
なに 鋼 今巾十ま
吊な材ま 員 一し五
橋 りトで二 万 た 月
にま ラ 木、円 。こ
なし ス 材七、 十
った に 十八延 八
た 。 よ ラ メ 長 日

議

長

に

千

田

氏

常
任
委
員
な
ど
を
き
め
る

不
肖
私
が
過
去
一

年
に
わ
た
り
、
市
民

過
日
の
市
議
会
に

の
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
よ
り

'
お
い
て
私
が
副
議
長

議
長
の
職
を
大
過
な
く
つ
と
め
さ
せ
て

一
に
選
ば
れ
ま
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
光

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

一
栄
に
存
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

は
、
こ
こ
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も

一

も
と
よ
り
浅
学
非
才
そ
の
器
で
は
あ

の
で
あ
り
ま
す
。

一
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
市
民
の
皆
様
の
絶

市
議
会
議
員
改
選
に
当
り
ま
し
て
、

一
大
な
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
虚
心
抱
懐

私
が
ふ
た
た
び
当
選
の
栄
を
得
ま
し
て

一議
長
に
協
力
し
て
そ
の
重
責
を
全
う
し

さ
ら
に
過
日
の
議
会
に
お
い
て
は
か
ら

一
た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ず
も
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

一

ど
う
か
今
後
と
も
一

層
ご
指
導
ご
鞭

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
を
顧
み
ず
引

一捷
の
程
お
願
い
た
し
ま
す
。

議

長

。
加
入
す
る
人

一

・
五
十
才
か
ら
五
十
四
才
ま
で

の
人

旬

、

へ

国
民
全
部
が
、
加
入
一
(
た
だ
し
十
年
間
だ
け
)

へt
E
1
J

す
る
こ
と
に
な
っ
て
一

O
掛

金

(
保
険
料
)

乙

-

仰

い

ま

す
が
、
今
の
と

一的
二
十
才
か
ら
三
十
四
才
ま
で
月
百
円

~日，
ov
こ
ろ

一
部
加
入
で
き

一

三
十
五
才
か
ら
五
十
九
才
ま
で
月
百

l
ば

1
な
い
人
、
希
望
で
加

一

五
十
円

E
H
V

ら

入

で

き

る

人

が
あ
り
一

例
掛
け
る
方
法

司

凶

司

か

ま

す
。

一

・
手
帳
に
年
金
印
紙
を
買
っ
て
貼
り

F
r
F
ヤ
3

的
必
ず
加
入
し
な
け
れ

一

つ
け
て
お
き
ま
す
。

の

欣

ば

な

ら

な

い

人

一

・一
一
一
ヶ
月
に

一
度
、
市
役
所
年
金
係

」
H
H
e

っμ

ニ
十
才
か
ら
五
十
才

一

り
で
検
印
を
押
し
て
も
ら
い
ま
す

止

叩

は

ま
で
の
人
。

一

・
前
払
の
方
法
も
あ
り
ま
す
o

こ
れ

白

金

制

加

入

で

き

な

い

人

一
は
一
年
以
下
、

一
年
以
上
、
五
年

I
1
拡

H

1
恩
給
や
共
済
組
合

一

以
下
、
五
年
以
上
、
十
年
以
下
、

制
切
ヘ

-
J

厚
生
年
金
な
ど
の

一

全
被
保
険
者
期
間
(
五
十
九
才
終

1
1
J
l
v

制
度
に
加
入
し
て

一

期
月
ま
で
〉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
る
人
お
よ
び
す

一

年
金
額
と
払
込
保
険
料
は
左
表
の
と

で
に
恩
給
な
ど
を
貰
っ
て
い
る
人
一
お
り
で
す
が
、
特
例
と
し
て
四
十
六
才

2
五
十
五
才
以
上
の
人
。
一
か
ら
五
十
才
ま
で
と
、
五
十
才
か
ら
五

例
希
望
が
あ
れ
ば
加
入
で
き
る
人
一
十
四
才
ま
で
の
任
意
希
望
加
入
者
は
加

・
例
の

1
の
配
偶

者

一

入
期
間
が
短
い
た
め
、
六
十
五
才
か
ら

・

学

生

一

七

十

才

ま

で

の

五

ヶ

年

聞

は

表

の

欄

外

・
遺
族
年
金
、
末
帰
還
者
留
守
手
当

一枠
の
年
金
を
受
給
、
七
十
才
か
ら
一
四

を
受
け
て

い
る
人

一
、
四

O
O
円
と
な
り
ま
す
。
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笠
罰
則
菅
丞

福
祉
年
金
証
書
を

出
し
て
く
だ
さ
い

年

金

額

を

記

入

す

る

た

め

現
在
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は

証
書
を
市
社
会
福
祉
事
務
所

へ
六
月

一

日
か
ら
十
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

証
書
に
は
五
月
以
降
の
年
金
額
を
昭

和
三
十
四
年
度
の
所
得
状
況
に
よ
り
記

載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
証
書
の
提
出
が
な
い
と
次
回
か

ら
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
際
、
老
令
、
障
害
、
母
子
年
金

証
書
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
本
人
が

都
合
の
悪

い

と

き

は

代

理

人

で

も

結

構

新

議

員
、
初
の
市
議
会

一

ハ
O
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長
)

は
、
五
月
十
八
日
議
場
で

一

O
後

藤

広

作

O
細
川
繁
次
郎
、

で
す
。

一

ひ
ら
か
れ
、
正
副
議
長
お

一

長
田
喜
三
右
衛
門
、
藤
井
秀
信
、
島

な

お

支

給

停

止

に

な

っ

て

い

る

受

給

一

よ
ぴ
各
種
委
員
を
次
の
よ

一
谷
政
隆
、
窪
田
杉
次
郎
、
西
浦
三
郎

権

者

で

も

年

度

所

得

の

変

更

で

年

金

が

一

う
に
き
め
ま
し
た
。

一
建
設
委
員
会

も
ら
え
る
人
も
あ
り
ま
す
。

議

長

千

田

源

次

郎

一

O
長
谷
川
作
次
郎

O
小
坂
作
次
郎

五
月
支
払
期
の
各
福
祉
年
金
は
玉
月

副
議
長

木

田

正

信一

森
野
富
治
、
稲
垣
文
吉
、
小
林
正
木

六
日
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

総
務
委
員
会

一

、

河

崎

直

義
、
佐
伯
新
作
、
大
久
保

み
よ
い
明
る
い
魚
津
市
」
建
設
の
た
め

一受
け
た
次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
微
力
に

に
全
力
を
傾
注
い
た
す
覚
悟
で
あ
り
ま

一
鞭
打
っ
て
、
大
魚
津
市
の
発
展
と
市
民

す
。
今
後
と
も
一

層
の
ご
指
導
ご
鞭
捷

一
の
福
祉
増
進
に
努
力
い
た
す
所
存
で
あ

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
し
て
ご

一
り
ま
す
か
ら
、
市
民
の
皆
様
に
は
旧
に

侯
拶
と
い
た
し
ま
す
。

の

一
倍
し
て
ご
指
導
ご
協
力
賜
り
た
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

千
田
源
次
郎

副
議
長
木

田

正

信

松
治

産
業
経
済
委
員
会

。
関
口
昌
次

O
関
口
作
平
、

大
崎

利
吉
、
河
崎
浅
之
助
、
木
田
正
信
、

宮
内
吉
次
郎、

野
崎
栄
吉
、
大
島
信

夫
文
教
厚
生
委
員
会

。
浦
田
与
一

O
宮
崎
直
三
、
千
田

源
次
郎
、

奥
村
順
平
、
朝
野
治
作、

若
島
正
敬
、
南
保
金
作

臨
時
出
納
検
査
立
会
議
員

河
崎
浅
之
助
、

島
谷
政
隆
、
若
島
正

敬
都
市
計
画
審
議
会
委
員

宮
内
吉
次
郎
、
窪
田
杉
次
郎
、
奥
村

順
平
、
朝
野
治
作
、
大
久
保
松
治

監
査
委
員

稲
垣
文
吉-
a
f
E
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E
f
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B
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E
3
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t
f
E
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農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
す
る
と
き
地

は
、
農
地
法
の
規
定
に
よ
り
県
知
事
の

・

工

業
用
水
道
、
道
路
、
排
水
路
等
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
諸
施
設
が
産
業
の
用
に
供
す
る
目
的

こ
の
農
地
転
用
の
許
可
基
準
が
四
月
か
で
、
総
合
的
に
控
備
さ
れ
た
地
域
内

ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
き
め
ら
れ
ま
し
た
。
の
農
地

盤
地
は
第

一、

第
一
一
、
第
三
種
地
に

O
許
可
す
る
農
地

(
第
三
種
農
地
)

区
分
さ
れ
、
第
一

種
地
は
原
則
と
し
て

・
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
地
区

(
施

許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

行
済
地
区
を
含
む
)
内
に
あ
る
農
地

。
許
可
し
な
い
土
地
(
第

一
種
農
地
)

・
ガ
ス
も
し
く
は
上
水
道
む
施
設
ま
た

・
農
業
生
産
力
の
高
い
農
地

は

下

水

道

の

整
備
し
て

い
る
地
区
内

・
土
地
改
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わ
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...一

庁
の
公

資
が
な
さ
れ
た
農
地

共
施
設
か
ら
至
近
距
離
(
お
お
む
ね

・
集
団
的
(
二
O
町
歩
以
上
)
に
存
在
三

O
O米
以
内
)
に
あ
る
地
域
内
の

し
て
い
る
農
地

農

地

。
許
可
で
き
る
農
地
(
第
二
種
由
民
地
)
・
市
街
地
の
中
に
介
在
す
る
農
地

-
街
路
(
土
地
改
良
事
業
、
開
拓
事
業

・
街
路
(
四
米
以
上
の
道
路
)
に
囲
ま
れ

に
あ
っ
て
築
造
さ
れ
た
も
の
を
除
く
た
区
画
で
、
そ
の
区
画
の
総
面
積
に

)
四
米
以
上
の
道
が
普
画
的
に
配
置

占
め
る
宅
地
面
積
の
割
合
が
四

O
%

さ
れ
て
い
る
地
域
内
の
農
地

を

越

え

る

も

の
の
う
ち
に
あ
る
農
地

・
鉄
道
と
か
官
公
庁
等
の
公
共
設
施
か
以
上
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が

ら
近
距
離
(
お
お
む
ね
三

O
O米
t
く
わ
し
い

こ
と
は
農
林
課
へ
お
た
ず
ね

五
O
O米
以
内
)
に
あ
る
地
域
の
農
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
宣
伝

ポ
ス
タ
ー
図
案
募
集

こ
と
し
の
十
凡
一
日
に
行
わ
れ
る
国

勢
調
査
に
全
国
民
の
ご
協
力
を
い
た
だ

く
た
め
の
宣
伝
用
ポ
ス
タ

ー
を
次
の
よ

う
に
募
集
し
て
い
ま
す
口

・
国
勢
調
査
の
意
味
を
表
わ
す
独
創
性

の
あ
る
も
の
で
規
格
は
B
2
、
A
2

の
画
用
紙
を
用
い

三
色
以
内

・
原
図
に
は
「
十
月
一
日

」

「
国
勢
調

査
」

「
総
理
府
統
計
局
」
の
文
字
を

い
れ
る
こ
と

-
一
般
の
部
小
、
中
、

高
校
生
の
部

.
〆
切
は
六
月
十
五
日

・
送

り

先

東

京
都
新
宿
区
若
松
町
九

五
総
理
府
統
計
局

く
わ
し
い
こ
と
は
市
役
所
総
務
課
統

計
係
に
お
問
合
せ
願
い
ま
す
。

市
を
全
国
に
紹
介

す

る

写

真

募

集

全
国
都
市
フ
オ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

市
が
誇
る
歴
史
、
文
化
、
風
景
、
産

業
を
全
国
に
紹
介
す
る
写
真
を
全
国
市

長
会
が
主
催
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
要
領
は
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で

す。題
材
H
自
由
で
す
が
、
各
都
市
の
特
色

を
表
現
し
た
も
の
。

作
品
、
黒
、
白
、
カ
ラ
l

い
ず
れ
も
結

構
で
す
が
、
モ
ノ
ク
ロ

ー
ム
の
場
合

四
ツ
切
以
上
、
作
品
は
簡
単
な
説
明

場
所
、
日
時
、
住
所
、

氏
名
を
記
入

締
切
九
月
十
五
日

送
り
先
東
京
都
千
代
田
区
九
段
一

の

一
回

全
国
市
長
会
「
フ
オ
l

ト
コ
ン

テ
ス

ト
」
係

発
表
「
市
政
」
十
月
誌
上
。
入
選
者

に
直
接
通
知
し
ま
す
。

賞
、
特
選
二
点
H
全
国
市
長
会
長
賞
(

高
級
置
時
計
)
副
賞
三
万
円

一
等
H
ニ

点

賞

品

(
高
級
大
型
車

鞄
〉
副
賞
一
万
円

ニ
等
H

一
O
点

賞
品
(
高
級
万
年

筆
)
副
賞
五
千
円

佳
作
日
一

O
O
点

A
芯
口
問

賞
状
お
よ
び
記

産

業

文

化

会

舘

建

設

募

金

一
、
三
八

O
円

東
栄
町

て
O
四
O
円

北

中

市

営
住
宅

六、

0
0
0円
上

町

一

区

八
、
八

O
O円
上

町

二

区

一
四
、
五

O
O円

鴨
川
区

累
計
六
八
一
、
三
九

O
円



日
本
脳
炎
予
防
注
射
は
、

市
民
全
員
を
対
象
に
次
の
よ

う
に
行
い
ま
す
。

。
方
法
・
初
回
免
疫
(
今
ま
で
受

私
た
ち
が
生
活
を
営
む
上
に
一
日
と

一
う

に

と

水

道

週

間

が

始

ま

り

ま

す

。

け

た

こ

と

の

な

い

も

の

し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
は
水

一

市
で
は
こ
の
週
間
を
機
会

に

水

道

を

)

は

、
一

C
C
を
七
日

h
m
一
で
す
。
そ
し
て
水
の
良
い
悪
い
は
た
だ

一普
及
す

る

た

め

、

新

た

に

使

用

申

込

み

お

き

に

二

回

注

射

州
側
一
ち
に
一
人
一
人
の
健
康
、
不
健
康
に
影

一
を

さ

れ

み

方

に

工

事

費

の

割

引

な

ど

を

.

追

加

免

疫

(

昨

年

受

け

9
巴

響
し
て
き
ま
す
。

一

行
い

i
す

。

た

も

の

)

は

一

C
C
を

郵
一

一

皮
下
に
一
回
注
射

幻
種
一
皆
さ
ん
の
健
康
と
長
芳
を
保
ち
、
伝

一O
六
月
一
日
か
ら
八
月
末
ま
で
の
一
一
一
ケ

和
ヨ
一

一

。
費
用

昭
第
一
染
病
か
ら
ま
も
っ
て
く
れ
る
の
が
水
道

一

月

の

問

、

新

た

に

水

道

を

使

用

さ

れ

・

初

回

免

疫

者

一

0
0円

1
一
水
で
す
。
水
道
水
は
つ
ね
に
滅
菌
し
て

一
deL・t
・---ak---:::te--::J・1:Jhe--JJ

・
追
加
免
疫
者
五
O
円

一
各
家
庭
に
お
く
ら
れ
て
お
り
ま
ず
か
ら

六
日

チ

リ

地
震
に
よ
る
余
波
は
大
平
〉
一

森

林

を

大

切

に

日

時

お

よ

び

場

所

一
安
心
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

一J

洋
沿
岸
に
多
く
の
被
害
を
与
え
ま

ρ
一

治
山
治
水
の
根
本
は
木
を
一
本
で
も

一
校

下

場

所

第

一

回

・

第

二

回

一

現

在
、
水
道
を
使
用
し
て
い
る
人
は

一一
目
し
た
D

こ
れ
ら
災
害
を
受
け
た
方
り
一
多
く
植
え
て
山
を
緑
化
す
る
こ
と
で
あ
一
片
貝
ゎ
小
学
校
九
日
一
六
日

一全
国
的
に
み
る
と
四
O
%
と
い
わ
れ
、

一(
に
贈
る
義
援
金
品
を
六
月
二
十
日
い
一
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
毎
年
緑
化
週
間
一

四

布

施

。

グ

一

一・

J

一

一
天
神

h

q

o

一
井
戸
水
四
五
%
、
汚
水
、
た
ま
り
水
そ

一V

チ

り

地

震

津

波

"

…
が
も
う
け
ら
れ
、

国
を
あ
げ
て
植
林
に
一

一

一H

九
一

一

加

積

。

一

O

日

一

七

日

'
一
の
他
一
五
%
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一v

義

援

金

品

を

取

扱

い

ん

一
力
を
い
れ
て
お
り
ま
す
。

一

松

倉

。

一

一

一

一

日

ニ
O
日

報
一
市
の
状
況
は
、
お
よ
そ
因
究
の
四
、

一ん
ま
で
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
取

一
一

こ

れ

か

ら

ハ

イ

キ

ン

グ

等

で

入

山

さ

一

経

回

。

。

i
一
二
O
O
世
帯
が
水
道
を
利
用
し
て
い
ま
口
取
っ
て
い
ま
す
。
…
…
一
れ
る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
資

一

住

吉

グ

一
す
。

一の
あ
た
た
か
い
救
援
を
お
待
ち
し
ん
一
源
愛
護
の
立
場
か
ら
せ
っ
か
く
植
え
て

本

江

。

一

四

日
一
一
一
日

一
六
日
か
ら
十
二
日
ま
で
全
国
一
斉
こ
一
J

Y

一
あ
る
苗
木
を
抜
き
と
っ
た
り
損
傷
し
た
上
野
方

。

。

一、
-

t

-ハ
て

い

ま

す

。

内

一

け
仙
一
水
に
感
謝
し
、
水
を
そ
ま
つ
に
せ
ぬ
よ

一山
・
・

2
3
3
3
ヘ〈
J
J
J
J
J・
-
f
k
一
り
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

白

倉

。

一

七
日
二
四
日

-

〈
〈

h
j
j
H土、
t
tB
3
z
i
i
JU
J
E
J
E
r
t
i
t
t
i
-
-
2
1
3
B
E
g
i
n
i
P
I
E
d
-
tpzi
p
-
i》
1
j
i
t
-
-
t
t
'

ー
一
れ
ー
ニ
械
工
ど
に
も
発
生
9

予

想

一

;

問

シ

l
ズ

一

一

l

解

き

ん

は

割

一

ト

除

毎
年
発
生
を
み
て
い
一

O
サ

ク
ラ
、
ヤ
ナ
ギ
、

ポ

プ

ラ

、

ィ

チ

一

斉

-
R
'
』

3
る
ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
一
ジ
ク
、
カ
キ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
ク
ワ

一
い
よ
い
よ
大
公
翠
期
待
の
ア
ユ
の
シ

一

L
L
R
e
リ
は
、
昨
年
の
発
生
状
一
等
に
多
く
発
生
し
ま
す
。

一
l

ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

旨
F

一

ロ

ペ

況
か
ら
み
て
も
、
今
年
一

O
発
生
を
予
想
さ
れ
る
地

域

一

引

日

か

ら

解

き

ん

と

な

り

ま

す

が

届

主
主
ノ
ハ
J

ま
市
街
地
は
も
と
よ
り
一
村
木
、
釈
迦
堂
、
本
新
、
北
鬼
江
、
一
出
の
手
続
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

一

-h・4
e
3
4
巳

1

2
，
:

一

一

一

-
'
E
Y
農
村
地
区
(
上
村
木
、
一
青
島
、
友
道
、
吉
島
、
上
村
木
、
三
一
す
。

-
J

ぴ
北

本
新
、北
鬼
江
、青
島
、

一

ヶ
、
田
方
町
、
大
町
、
港
町
一
角
川
、
布
施
川
で
竿
釣
り
を
さ
れ
る

H
J

し
a

上
村
木
等
)
に
も
発
生
一
な
お
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
は
農
林
一
方
は
、
呉
東
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
(

メ

ヨ
r
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
課
へ
連
絡
ね
が
い
ま
す
。

一
大
光
寺
、
千
田
製
材
所
の
上
約
五
十

メ

7
.
1

と
く
に
農
村
地
区
は
一
|
|
|
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-

つ

」

八

月

中

旬

1
九
月
下
旬
一

ひ

ふ

に

つ

い

た

ら

吸

い

と

る

:

:

:

「
l
l』
ま

で

の
第
二
化
期
が
稲
一

刈

、

脱

殻

等

の

農

繁

期

で

あ

る

た

め

、

一

ホ

リ

ド

ー

ル

中

毒

を

を

く

し

ま

し

ょ

う

第
一
化
期
の
六
月
中
旬

i
七
月
下
旬
に

一

三つ

早
期
発
見
に
重
点
を
お
き
、
撲
滅
に
ご

一
こ
と
し
も
農
薬
を
使
う
季
節
が
や

っ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
幸
い
中
毒
で
死

。
庭
木
、
街
路
樹
の
小
枝
等
に
く
も
の
一

ん
だ
人
や
、
病
気
に
な
っ
た
人
を
出
し

巣
状
の
も
の

(
中
に
う
じ
虫
の
よ
う

一ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
と
し
も
一
人
の

な
若
令
幼
虫
が
い
集
し
て
い
る
)
を

一中
毒
者
も
出
さ
な
い
よ
う
お
互
に
注
意

発
見
し
た
ら
こ
れ
を
切
り
と
り
焼
き

一し
ま
し
ょ
う
。

捨
て
ま
す
。
六
月
上
旬
か
ら
七
月
下
一

O
撒
布
作
業
の
附
近
に
近
づ
い
た
り
、

句
ま
で
一
一
、
三
日
に
一
度
の
割
で
周

一

風
下
で
遊
ば
な
い
こ
と
。

辺
の
樹
木
に
発
生
し
て
い
な
い
か
注

一〈
〉
撒
布
し
た
と
こ
ろ
に
は
赤
い
標
識
が

意
し
て
く

だ

さ

い

。

一

立

て

て

あ

り

ま

ず
か
ら
、
こ
の
地
域

発
見
が
お
く
れ
た
場
合
、
く
も
の
一
に
は
一
週
間
は
立
入
ら
ぬ
こ

と
。

巣
状
か
ら
分
さ
ん
し
て
高
い
木
草
わ
一
八
〉
撒
布
後
近
く
の
川
下
で
物
を
洗
っ
た

ら
等
に
移
動
し
て
防
除
困
難
と
な
る

一

り
、
遊
ば
な
い
こ
と
。

ば
か
り
で
な
く
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
一
〈
〉
こ
の
薬
剤
の
か
L

っ
て
い
る
と
思
わ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
れ
る
作
物
は
す
ぐ
食
べ
ぬ
こ
と
。

(2) 

水

道

に

感

謝

す

る

水

道

週

新

規

申

込

者

に

負

担

金

を

割

引

日
I
J:
 

H
「
1

魚昭和35年 6月 1日発行〈第164号〉

る
方
約
百
戸
に
対
し
、
工
事
負
担
金

(
平
均
二
千
五
百
円
)
の
五
割
引
。

な
お
、
右
の
申
込
者
は
水
道
使
用

開
始
後
向
う
一
ヶ
年
問
、
そ
の
使
用

を
中
止
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
0

0
こ
の
期
間
中
、
け
い
び
の
給
水
栓
の

修
理
は
無
料
で
行
い
ま
す
。

。
使
用
済
の
空
容
器
(
空
び
ん
や
空
袋

)
に
ふ
れ
な
い
こ
と
。

中
毒
し
た
場
合
の
処
置

1
一
刻
も
早
く
医
師
を
呼
ぶ
こ

と
。

2
医
師
が
く
る
ま
で
次
の
こ
と
を
行
う

仰
ひ
ふ
に
つ
い
た
薬
剤
は
乾
い
た
布
、

ち
り
紙
で
を
ひ
ろ
げ
な
い
よ
う
に
吸

い
取
る
こ
と
。

川門石
敵
水
や
石
灰
水
等
ア
ル
カ
リ
性
の

も
の
で
よ
く
洗
う
こ
と
。

付
限
に
入
っ
た
場
合
は
一
%
重
曹
水
ま

た
は
O
、
九
%
食
塩
水
で
十
五
分
以

上
洗
眼
す
る
こ
と
。

付
薬
剤
の
つ
い
た
衣
服
は
直
ち
に
ぬ
が

せ
る
こ
と
。

21ン

日

ー
ト
ル
)
で
鑑
札
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

許
可
料
は
昨
年
と
同
じ
で
す
が
、
鑑
札

は
六
日
か
ら
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
河
川
で
竿
釣
り
さ
れ
る

方
は
、
水
族
館
内
、
商
工
水
産
課
へ
印

鑑
を
も
っ
て
届
出
済
書
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

引
揚
給
付
金
の

請
求
期
日
一
年
延
び
る

引
揚
者
給
付
金
の
請
求
は
五
月
十
六

日
ま
で
で
し
た
が
、
こ
の
期
日
を
延
期

す
る
法
律
に
よ
っ
て
、
明
年
五
月
六
日

ま
で
請
求
を
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

必;?杓⑨
。??ム~'~局 tf 合

ウ

大

町
小
学
校
一
一
一
日
ニ
八
日

道

下

ρ

一
一
一
一
日
二
九
日

村

木

0

0

・

グ

上
中
島
。
一
一
一
一
一
日

三
O
日

時
間
は
い
ず
れ
も
午
后

一
時
か
ら
一
一
一

時
ま
で
。

本
江
公
民
館
一
一
一
一
一
日

経

因

。

二

四

日

加

積

。

二

七

日

道

下

。

二

八

日

片

員

小
学
校

二
九
日

住

吉

公

民

舘

三

0
日

間
布
施

小
学
校

七
月

一
日

検
診
時
聞
は
各
日
と
も
午
后

一
時
か

ら
三
時
ま
で
で
す
。

。
乳

児

の

検

診

@

昨
年
の
一
月
一
日
か
ら
今
年
の
五
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児
の
検

診
を
行
い
ま
す
。

日
時
お
よ
び
場
所

校

下

場

所

村

木

保

健

所

上
中
島
連
絡
所

大

町

保

健

所

天

神

小

学

校

松

倉

連
絡
所

上
野
方
小
学
校

国

民

健

康

保

険

加
入
届
洩
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

七
月
一
日
か
ら
全
市
国
民
健
康
保
険

を
実
施
す
る
た
め
、
各
区
ご
と
に
普
及

説
明
会
を
ひ
ら
き
加
入
屈
を
提
出
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
市
内
の
移
動
、

調
査
洩
れ
で
ま
だ
届
け
て
い
な
い
方
は

六
月
七
日
ま
で
保
険
衛
生
課
へ
届
け
て

く
だ
さ
い
。

/'¥ 

月月

O六四 Oブ1八日
同日日日日日

桜20本を植える

朝鮮帰国記念に

在日朝鮮人連合会魚雷分会では、帰国

を記念し第二の祖国の思い出に桜を贈ろ

うと、去る21日本江地内の図書舘建設予

定地に関係者が集り、 5年生桜20本を真

心をこめて植えましたo

この桜は図書館に一段と趣をそえるこ

とでしょう。〔写真…真心をこめた植樹〕

左
右
を
よ
く
み
て
・
・
・
.

P奇

注

刀EAt 

コを二

，息、

踏
切
で
の
交
通
事
故
は
多
く
発
生
し

て
お
り
ま
す
が
、

国
鉄
で
は
事
故
を
な

く
す
る
た
め
次
の
よ
う
な
こ
と
を
注
意

し
て
お
り
ま
す
。

。
線
路
通
行
や
用
地
内
立
入
り
は
絶
対

に
止
め
る
こ
と
0

0
踏
切
を
横
断
す
る
と
き
は
必
ず
一
日
一

停
止
し、

左
右
を
確
か
め
る
こ
と
0

0
ニ
線
以
上
跨
っ
て
い
る
踏
切
で
は
、

一
方
の
列
車
が
通
っ
て
も
反
対
列
車

の
進
行
の
有
無
を
確
め
る
こ
と
。

。
踏
切
上
で
自
動
車
な
ど
が
故
障
そ
の

一

皮

バ

ン

ド

・

靴

下

等

売

り

か

ら

一

:

昨

年

の

被

害

ii'一

神
明
社
の
祭
礼

に
は
屋
師
が
三
百

名
余
り
や
っ
て
き

て、

真
成
寺
町
、

中
央
通
り
に
屈
を

出
す
の
で
通
り
は

大
い
へ
ん
混
雑
し

ま
す
。

瞥
祭
で
は

交
通
制
限
や
、
警

察
官
臨
時
派
出
所

を
設
け
、
警
戒
に

あ
た
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
お
祭
り
の
被
害
で
一
番
多

い
の
は
イ
ン
乎
キ
屋
師
で
す
。
昨
年
の

実
例
を
お
知
ら
せ
し
ま
ず
か
ら
、
今
年

は
絶
対
に
ダ
マ
サ
レ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

五
十
円
に
ま
け
て
や
る

に
だ
ま
さ
れ
る
な
!

皮
パ
ン
ド
売
り
の
場
合
は
、
普
通
の

庖
で
買
え
ば
百
円
の
バ
ン
ド
を
た
く
さ

ん
並
べ
、
一
本
三
百
円
と
書
い
た
定
価

表
を
・
ハ
ン
ド
で
匠
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す。
そ
し
て
一
本
五
十
円
に
負
け
た
と
い

っ
て
さ
か
ん
に
買
気
を
あ
お
り
ま
す
。

す
る
と
買
っ
た
と
い
っ
て
一
一
、
一
一
一人

の
者
が
、
五
十
円
で

パ
ン
ド
を
も
ら
い

ま
す
。安
い
と
思
っ
て
買
っ
た
と
い
い
ま
す

と、

屋
師
は
二

百
五
十
円
く
れ
と
い
い

ま
す
っ
び
っ
く
り
し
て
五
十
円
で
は
な

い
か
と
い
う
と
、

匿
し
て
い
た
定
価
表

を
出
し
ま
す
。
そ
れ
に
は
一
本
三
百
円

と
小
さ
く
書
い
て
あ
り
、
五
十
円
だ
け

負
け
て
お
く
と
大
き
く
書
い
て
あ
り
ま

す
。
だ
ま
さ
れ
た
と
わ
か
り
買
う
の
を

ー

十

五

日

ま

で

|

前
年
に
所
得
税
を
納
め
た
方
に
は
、

納
税
基
準
額
を
六
月
十
五
日
ま
で
に
通

知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

止
め
る
と
い
う
と
屋
師
が
す
ご
ん
で
き

ま
す
。殴
ら
れ
た
り
し
た
ら
と
恐
ろ
し
く
な

り
、
二
百
五
十
円
で
一
本
百
円
の
バ
ン

ド
を
仕
方
な
く
も
ら
い
ま
す
。

は
じ
め
に
五
十
円
で
買
っ
た
客
は
、

み
な
屋
師
と
ぐ
る
に
な
っ
て
い
る
サ
ク

ラ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

靴
下
、
ス
テ
テ
コ
、
腹
ま
き
売
り
は

こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
サ
ク
ラ
と
組
ん

で
み
な
さ
ん
を
だ
ま
す
の
で
す
。

品
物
を
買
う
の
は
普
通
の
商
庖
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。
つ
ま
ら
ぬ
欲
は
大
損

の
も
と
で
す
。

被
害
に
か
か
っ
た
ら
一
一
O
番
か
警

察
官
臨
時
派
出
所
へ
。

交

通・

し
、
休
業
、
廃
業
な
ど
に
よ
っ
て
所
得

が
減
少
し
た
場
合
、
・

医
療
費
を
多
く

支
出
し
た
場
合
、

-
災
害
な
ど
に
あ
っ

て
資
産
に
損
害
を
受
け
た
場
合
、
・
出

生
な
ど
の
た
め
扶
養
親
族
の
数
が
増
加

し
た
場
合
、
・
新
た
に
不
貝
者
、
老
年

者
控
除
等
の
諸
控
除
が
ふ
え
た
場
合
、

.
そ
の
他
業
況
不
振
な
ど
の
た
め
前
年

所
得
よ
り
明
ら
か
に
少
な
く
な
っ
た
場

の
合
な
ど
は
、
六
月
十
五
日
ま
で
減
額

申
請
を
税
務
署
へ
出
す
こ
と
に
な
っ

て

い
ま
す
。

(
魚
津
税
務
署
)

一

今

月

の

市

税

ん

一

市

民

税

…

一
納
期
日
六
月
一
一
一
十
日
…


